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「おうちでダジック」とは・・・？



おうちでダジックとは

目的

• 子ども自身が試行錯誤をする機会をつくる

• 子どもの学び・興味の出発点となる教材づくり

特徴

• おうちでも手軽に楽しめる
→ 道具は虫メガネ・球・スマートフォンのみ！

• 解説書の工夫
→ 置くだけで簡単にできる・発展課題の設定



おうちでダジックとは

• ターゲット
• ダジック・アースを広める・楽しむ人

• サイエンスに共感する人

• ねらいは教育
• 球＝立体視

• 虫眼鏡＝光学

• スマホ・コンテンツ＝サイエンス

• アンケートを子供・保護者の両方に行っている。





イベント実施例①

• 実施（2回）

2019年 3月23日

参加人数 約20名

幼児も参加

2019年 11月16日

参加人数 約30名

シニア世代も孫と参加

ディスカバリーセンター（宮城県東松島市）



イベント実施例②

2019年 8月11日

参加人数 約10名

1組の家族と

おばあちゃんのお友達

神岡図書館（岐阜県飛騨市神岡町）



イベント実施例③

2019年 8月24日

定員 10名（×５回）

合計参加人数 約40名

幼児の参加率最多

夏休み最後の土日

宮崎科学館（宮崎県）



イベント実施例④

2019年 8月5日

参加人数 約60名

定員30組（×２回）

平均参加人数 30名

おうちでダジックの中でも

最大級のイベント

三菱みなとみらい技術館（ここ！）



－あらたな試み－

アンケートによる分析



理科好き・嫌いの原因は・・・？

目的

• 親子別のアンケートから 理科好きor嫌いの要因を探る
（地域・学校・家庭などの環境によるか）

課題

• 有効なアンケート作り・分析手法の取得

→ 教育学、統計学など（専門外だ…）の知識が必要



保護者用アンケート こども用アンケート



保護者用アンケート

工夫

親から見た子供の様子

親御さん自身の理科好き度

学校・地域に対する理科教育
へのイメージ等

コメント記入項目など



こども用アンケート

工夫

体験における

達成度・満足度 の評価

できたか・考えられたか

結果と過程の自己評価

数字ではなく

言葉を使った回答形式



因子分析

• いくつかの変数間の相関関係を（変数の数より）少ない「因
子」で説明する方法。

• 例）国語、英語、社会、数学、物理、化学の6科目のテスト結
果の相関行列より、文系科目と理系科目の群内の内部相関は高
く、科目間の相関が低い。このような場合、相関行列は「文系
因子」と「理系因子」という2つの因子によって説明できる。



アンケート内容と採点方法（こども用）
４．今日やって、「おうちでダジック」に必要なコツや工夫が見つかりましたか？

• コツや工夫が自分で見つけた。（コツや工夫： ）

• お友達やおうちの人と見つけた。（コツや工夫： ）

• コツや工夫は見つからなかった。

自分で見つけたアイディアを書いたら4、書かなければ3、人と見つけた（書いても書
かなくても）が2、見つからない1点。

５．おうちでダジックをやってみて新たなアイディアが生まれましたか？

• 「次はこうしてみたい！」アイディアがある。（アイディア： ）

• もう少しやってみたらアイディアが浮かびそう！考え中。

• 全く何も思い浮かばない。

アイディアを書いたら4、書かなければ3、考え中が2、思い浮かばないが1点。

6．おうちに帰ってダジックアースを友達や家族とやりますか？

• 絶対やる・たぶんやる・たぶんやらない・絶対やらない

順番に4、3、2、1点。



アンケート内容と採点方法（保護者用）

3.お住いの地域（市町村）（ ）近い順から4,3,2,1

以降、上から順に4,3,2,1

4.ご自身の理科の興味について教えてください。

・理科のことを調べたりするのが好き。（自分から）

・少し興味があって、理科が楽しい。（外から与えられれば）

・ほとんど興味がない。

・理科は嫌い。

5.地域や学校・近くの科学館などでお子様と一緒に理科に触れられる機会がありますか？

・理科・科学イベントが頻繁に行われている。（年 回）

・たまに理科・科学イベントが行われている。（年 回）

・そういった機会はほとんどない。

・知らない。興味がない。



6.お子様の学校での理科の学習について。お子様から聞くお話や実際の学校での理科の授
業などで感じること

・家で理科の話をして、学校で使っている理科のノートやテストを見る

・家で理科の話をしないが、学校で使っている理科のノートやテストを見る

・家で理科の話をするが、学校で使っている理科のノートやテストは見ない

・家で理科の話もしないし、学校で使っている理科のノートやテストは見ない

７．お子様は理科が好きですか、嫌いですか？（親から見て）

・好きなことがわかる

・たぶん好きだと思う

・たぶん嫌いだと思う

・嫌いなことがわかる

アンケート内容と採点方法（保護者用）



相関行列

• 相関行列

• 固有値：共通因子数

Q1    Q2   Q3   Q4   Q5   Q6
Q1  1.00 -0.05 0.15 0.10 0.20 0.20
Q2 -0.05  1.00 0.39 0.31 0.60 0.54
Q3  0.15  0.39 1.00 0.65 0.60 0.56
Q4  0.10  0.31 0.65 1.00 0.77 0.51
Q5  0.20  0.60 0.60 0.77 1.00 0.41
Q6  0.20  0.54 0.56 0.51 0.41 1.00

R =

F = [3.19 1.03 0.76 0.58 0.35 0.09]

閾値を1として、因子数3として解析する。

とびぬけた因子が存在



因子分析

• 初期解

独自性(=1-共通性)

共通性とは各測定値に共通因子がどの程度
含まれるかを表す

Q1     Q2     Q3     Q4     Q5     Q6 

0.895 0.005 0.445 0.228 0.005 0.200 

アンケートの内容(こちらの意図)

Q１地域、Q２親、Q３親、Q４地域、Q５学校、
Q６学校

• 因子負荷

• Factor1 Factor2 Factor3

• Q1  0.087 0.161   0.267 

• Q2  0.890 -0.006  -0.451 

• Q3  0.561   0.428   0.239 

• Q4  0.611   0.361   0.518 

• Q5  0.895 -0.013   0.441 

• Q6  0.543   0.697  -0.141 

Factor1=親、Factor2=親と学校、Factor3=地域と学校

Factor1 Factor2 Factor3

SS loadings      2.583   0.826   0.814 寄与

Proportion Var   0.430   0.138   0.136 寄与率

Cumulative Var   0.430   0.568   0.704 累積寄与率



因子分析 - 結果

三菱みなとみらい技術館でのアンケートを分析

• 子供への質問数が少なすぎたため、因子分析にかけられない。
（因子は1で親の影響となるため、面白くない）

• 保護者へのアンケートでは3つの因子を想定
寄与率はFactor1(親)、Factor2(親と学校)、Factor3(学校と地域)の順と
なった。

• F2と3の寄与率は同程度。F2にはF1のクロストークが見られる。
＝学校が寄与率を下げている可能性がある。親と地域の相関は見られない。

• 結論としては、子供の科学的興味に影響を与えている順位は親、地域、学
校の順番である。これはあくまでも現調査の結果である。一般性はない。



まとめ

「おうちでダジック」の課題

• イベントの継続（担い手不足）
全国行脚中→ノウハウを伝えて現地で実施してもらう
興味のありそうな学生さんを呼び込む（教育/ボランティア）

• アンケートの改良、分析手法の取得
多くの試験データが必要
専任求ム：卒研等に昇華できないか？
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